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(57)【要約】
パイプ要素を継合するための結合具は、シールのローブ
を係合し、離間関係にある区画を事前に組み立てられた
状態に維持する、カスプを伴う、中心空間を囲繞する区
画を有する。結合具が事前に組み立てられた状態にある
間、パイプ要素は、結合具を分解することなく中心空間
の中に挿入され、区画上の取付部材に隣接するシールの
一部は、カスプの間の区画によって画定される、チャネ
ルの中に着座し得る。シールが、区画とパイプ要素との
間で圧縮され、継手を形成すると、シールは、パイプ要
素内に画定される流路から、シールの中心脚部を引き込
むように変形する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パイプ要素を端間関係で継合するための結合具であって、前記結合具は、
　端間において相互に取り付けられ、中心空間を囲繞する、第１および第２の区画であっ
て、前記区画のそれぞれは、前記中心空間の周囲に円周方向に延在し、それに面する、チ
ャネルを有し、前記チャネルのそれぞれは、前記区画の対向側上に位置する第１および第
２の肩部と、前記肩部の間に延在する背面とによって画定され、各前記肩部は、前記中心
空間に面する第１の表面と、前記第１の表面に対してある角度で配向された第２の表面と
を備え、前記第１の肩部の前記第１および第２の表面は、第１のカスプにおいて衝合し、
前記第２の肩部の前記第１および第２の表面は、第２のカスプにおいて衝合する、第１お
よび第２の区画と、
　前記中心空間内に位置付けられたシールであって、前記シールは、その対向側上に位置
付けられた第１および第２のローブを有するリングを備える、シールと、
　前記区画を相互に取り付ける、前記区画のそれぞれの対向端部に位置付けられている、
第１および第２の取付部材であって、前記取付部材は、前記区画を相互に向かって引き込
むために調節可能に緊締可能である、第１および第２の取付部材と
　を備え、
　各前記区画上の前記第１および第２の取付部材の間における、前記第１のカスプと前記
第１のローブとの間、および前記第２のカスプと前記第２のローブとの間の接触は、前記
第１および第２の区画を、前記中心空間の中への前記パイプ要素の挿入を可能にするため
に十分な離間関係に維持する、結合具。
【請求項２】
　前記第１および第２のローブは、前記第１および第２の区画が前記離間関係にあるとき
、前記第１および第２の取付部材に隣接する、前記第１および第２の肩部の第２の表面に
接触する、請求項１に記載の結合具。
【請求項３】
　前記シールはさらに、前記第１および第２のローブの間に位置付けられた中心脚部を備
え、前記中心脚部は、前記中心空間に向かって突出し、
　前記シールが、前記第１のローブの少なくとも一部が前記第１の肩部の前記第２の表面
に接触し、前記第２のローブの少なくとも一部が前記第２の肩部の前記第２の表面に接触
するように、前記チャネルの中に着座されると、前記シールは、前記中心脚部が前記背面
に向かって後退させられるように変形される、請求項１に記載の結合具。
【請求項４】
　前記第１および第２の区画のそれぞれの対向側上に配列された第１および第２の弓形突
出部をさらに備え、前記第１の突出部は、前記第１および第２の区画上の前記第１の肩部
から延在し、前記第２の突出部は、前記第１および第２の区画の前記第２の肩部から延在
する、請求項１に記載の結合具。
【請求項５】
　前記第１の弓形突出部は、前記第２の弓形突出部より大きい曲率半径を有する、請求項
４に記載の結合具。
【請求項６】
　パイプ要素を端間関係で継合するための結合具であって、前記結合具は、
　端間において相互に取り付けられ、中心空間を囲繞する、第１および第２の区画であっ
て、前記区画のそれぞれは、前記中心空間の周囲に円周方向に延在し、それに面する、チ
ャネルを有し、前記チャネルのそれぞれは、前記区画の対向側上に位置する第１および第
２の肩部と、前記肩部の間に延在する背面とによって画定され、各前記肩部は、前記中心
空間に面する第１の表面と、前記第１の表面に対してある角度で配向された第２の表面と
を備え、前記第１の肩部の前記第１および第２の表面は、第１のカスプにおいて衝合し、
前記第２の肩部の前記第１および第２の表面は、第２のカスプにおいて衝合する、第１お
よび第２の区画と、
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　前記中心空間内に位置付けられたシールであって、前記シールは、その対向側上に位置
付けられた第１および第２のローブを有するリングと、前記第１および第２のローブの間
の中心脚部とを備え、前記中心脚部は、前記中心空間に向かって突出する、シールと、
　前記区画を相互に取り付ける、前記区画のそれぞれの対向端部に位置付けられている、
第１および第２の取付部材であって、前記取付部材は、前記区画を相互に向かって引き込
み、前記シールを前記チャネル内に着座させ、それによって、前記シールを変形させるた
めに調節可能に緊締可能である、第１および第２の取付部材と
　を備え、
　前記シールが前記チャネル内に着座されると、前記第１および第２のローブの少なくと
も一部は、前記シールを変形させるように、前記第１および第２の肩部の前記第２の表面
と接触し、前記中心脚部は、前記シールの変形に応じて前記背面に向かって後退させられ
る、結合具。
【請求項７】
　各前記区画上の前記第１および第２の取付部材の間における、前記第１のカスプと前記
第１のローブとの間、および前記第２のカスプと前記第２のローブとの間の接触は、前記
第１および第２の区画を、前記中心空間の中への前記パイプ要素の挿入を可能にするため
に十分な離間関係に維持する、請求項６に記載の結合具。
【請求項８】
　前記第１および第２のローブは、前記区画が前記離間関係にあるとき、前記第１および
第２の取付部材に隣接する、前記第１および第２の肩部の前記第２の表面に接触する、請
求項７に記載の結合具。
【請求項９】
　前記第１および第２の区画のそれぞれの対向側上に配列された第１および第２の弓形突
出部をさらに備え、前記第１の突出部は、前記第１および第２の区画上の前記第１の肩部
から延在し、前記第２の突出部は、前記第１および第２の区画の前記第２の肩部から延在
する、請求項６に記載の結合具。
【請求項１０】
　前記第１の弓形突出部は、前記第２の弓形突出部より大きい曲率半径を有する、請求項
９に記載の結合具。
【請求項１１】
　パイプ要素の対と、前記パイプ要素を端間関係で継合するための結合具との組み合わせ
であって、前記結合具は、
　端間において相互に取り付けられ、中心空間を囲繞する、第１および第２の区画であっ
て、前記区画のそれぞれは、前記中心空間の周囲に円周方向に延在し、それに面する、チ
ャネルを有し、前記チャネルのそれぞれは、前記区画の対向側上に位置する第１および第
２の肩部と、前記肩部の間に延在する背面とによって画定され、各前記肩部は、前記中心
空間に面する第１の表面と、前記第１の表面に対してある角度で配向された第２の表面と
を備え、前記第１の肩部の前記第１および第２の表面は、第１のカスプにおいて衝合し、
前記第２の肩部の前記第１および第２の表面は、第２のカスプにおいて衝合する、第１お
よび第２の区画と、
　前記中心空間内に位置付けられたシールであって、前記シールは、その対向側上に位置
付けられた第１および第２のローブを有するリングを備える、シールと、
　前記区画を相互に取り付ける、前記区画のそれぞれの対向端部に位置付けられている、
第１および第２の取付部材であって、前記取付部材は、前記区画を相互に向かって引き込
むために調節可能に緊締可能である、第１および第２の取付部材と
　を備え、
　各前記区画上の前記第１および第２の取付部材の間における、前記第１のカスプと前記
第１のローブとの間、および前記第２のカスプと前記第２のローブとの間の接触は、前記
第１および第２の区画を、前記中心空間の中への前記パイプ要素の挿入を可能にするため
に十分な離間関係に維持する、組み合わせ。
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【請求項１２】
　前記第１および第２のローブは、前記第１および第２の区画が前記離間関係にあるとき
、前記第１および第２の取付部材に隣接する、前記第１および第２の肩部の前記第２の表
面に接触する、請求項１１に記載の組み合わせ。
【請求項１３】
　前記シールはさらに、前記第１および第２のローブの間に位置付けられた中心脚部を備
え、前記中心脚部は、前記中心空間に向かって突出し、
　前記シールが、前記第１のローブの少なくとも一部が前記第１の肩部の前記第２の表面
に接触し、前記第２のローブの少なくとも一部が前記第２の肩部の前記第２の表面に接触
するように、前記チャネルの中に着座されると、前記シールは、前記中心脚部が前記背面
に向かって後退させられるように変形される、請求項１１に記載の組み合わせ。
【請求項１４】
　前記第１および第２の区画のそれぞれの対向側上に配列された第１および第２の弓形突
出部をさらに備え、前記第１の突出部は、前記第１および第２の区画上の前記第１の肩部
から延在し、前記第２の突出部は、前記第１および第２の区画の前記第２の肩部から延在
する、請求項１１に記載の組み合わせ。
【請求項１５】
　前記第１の弓形突出部は、前記第２の弓形突出部より大きい曲率半径を有する、請求項
１４に記載の組み合わせ。
【請求項１６】
　パイプ要素の対と、前記パイプ要素を端間関係で継合するための結合具との組み合わせ
であって、前記結合具は、
　端間において相互に取り付けられ、中心空間を囲繞する、第１および第２の区画であっ
て、前記区画のそれぞれは、前記中心空間の周囲に円周方向に延在し、それに面する、チ
ャネルを有し、前記チャネルのそれぞれは、前記区画の対向側上に位置する第１および第
２の肩部と、前記肩部の間に延在する背面とによって画定され、各前記肩部は、前記中心
空間に面する第１の表面と、前記第１の表面に対してある角度で配向された第２の表面と
を備え、前記第１の肩部の前記第１および第２の表面は、第１のカスプにおいて衝合し、
前記第２の肩部の前記第１および第２の表面は、第２のカスプにおいて衝合する、第１お
よび第２の区画と、
　前記中心空間内に位置付けられたシールであって、前記シールは、その対向側上に位置
付けられた第１および第２のローブを有するリングと、前記第１および第２のローブの間
の中心脚部とを備え、前記中心脚部は、前記中心空間に向かって突出する、シールと、
　前記区画を相互に取り付ける、前記区画のそれぞれの対向端部に位置付けられている、
第１および第２の取付部材であって、前記取付部材は、前記区画を相互に向かって引き込
み、前記シールを前記チャネル内に着座させ、それによって、前記シールを変形させるた
めに調節可能に緊締可能である、第１および第２の取付部材と
　を備え、
　前記シールが前記チャネル内に着座されると、前記第１および第２のローブの少なくと
も一部は、前記シールを変形させるように、前記第１および第２の肩部の前記第２の表面
と接触し、前記中心脚部は、前記シールの変形に応じて前記背面に向かって後退させられ
る、組み合わせ。
【請求項１７】
　各前記区画上の前記第１および第２の取付部材の間における、前記第１のカスプと前記
第１のローブとの間、および前記第２のカスプと前記第２のローブとの間の接触は、前記
第１および第２の区画を、前記中心空間の中への前記パイプ要素の挿入を可能にするため
に十分な離間関係に維持する、請求項１６に記載の組み合わせ。
【請求項１８】
　前記第１および第２のローブは、前記区画が前記離間関係にあるとき、前記第１および
第２の取付部材に隣接する、前記第１および第２の肩部の前記第２の表面に接触する、請
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求項１７に記載の組み合わせ。
【請求項１９】
　前記第１および第２の区画のそれぞれの対向側上に配列された第１および第２の弓形突
出部をさらに備え、前記第１の突出部は、前記第１および第２の区画上の前記第１の肩部
から延在し、前記第２の突出部は、前記第１および第２の区画の前記第２の肩部から延在
する、請求項１６に記載の組み合わせ。
【請求項２０】
　前記第１の弓形突出部は、前記第２の弓形突出部より大きい曲率半径を有する、請求項
１９に記載の組み合わせ。
【請求項２１】
　離間関係にある結合具の第１および第２の区画を事前に組み立てられた状態に維持し、
前記区画が端間において取り付けられると、パイプ要素が前記区画によって囲繞される中
心空間の中に挿入されることを可能にする、方法であって、前記方法は、
　前記中心空間内にシールを位置付けることであって、前記シールは、その対向側上に位
置付けられた第１および第２のローブを有する、ことと、
　前記第１のローブを、前記第１および第２の区画の端部の間の第１および第２の点にお
いて、前記第１および第２の区画の第１の肩部のカスプと接触させ、前記第２のローブを
、前記第１および第２の区画の端部の間の第１および第２の点において、第２の肩部のカ
スプと接触させることと、
　前記第１のローブを、前記第１および第２の区画の端部に近接する点において、前記第
１および第２の区画の前記第１の肩部の表面と接触させ、前記第２のローブを、前記第１
および第２の区画の端部に近接する点において、前記第１および第２の区画の前記第２の
肩部の表面と接触させることと
　を含む、方法。
【請求項２２】
　端間において相互に取り付けられ、中心空間を囲繞する、第１および第２の区画と、前
記区画の間に位置付けられたシールであって、前記シールは、その対向側面上の第１およ
び第２のローブと、前記ローブの間に位置付けられた中心脚部とを備え、前記中心脚部は
、前記中心空間に向かって突出する、シールとを備える、結合具を使用して、第１および
第２のパイプ要素を相互に接続する方法であって、前記方法は、
　前記第１のローブ上の第１および第２の点を、前記第１および第２の区画の第１の肩部
の第１のカスプと接触させることであって、前記第１のローブ上の前記第１および第２の
点は、前記第１および第２の区画の端部の間にある、ことと、前記第２のローブ上の第１
および第２の点を、前記第１および第２の区画の第２の肩部の第２のカスプと接触させる
ことであって、前記第２のローブ上の前記第１および第２の点は、前記第１および第２の
区画の端部の間にある、こととによって、前記区画を前記シール上に離間関係に支持する
ことと、
　前記パイプ要素を前記中心空間の中に挿入することであって、前記中心脚部は、前記パ
イプ要素の間にある、ことと、
　前記第１および第２の区画を、相互に向かって引き込み、それによって、前記中心脚部
が前記中心空間から離れる方向に後退させられるように、前記シールを変形させることと
　を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願への相互参照）
　本出願は、２０１７年６月２日に出願された米国仮出願第６２／５１４，２２９号に基
づき、およびそれに対して優先権の利益を主張する。上記文献は、ここで参照することに
よって本明細書において援用される。
【０００２】



(6) JP 2020-521925 A 2020.7.27

10

20

30

40

50

　（発明の分野）
　本発明は、パイプ要素を継合するための、機械的結合具およびシールに関する。
【背景技術】
【０００３】
　（背景）
　機械的パイプ結合具の１つの形態は、端間において相互に取り付けられ、中心空間を囲
繞する、区画を備える。シール、例えば、エラストマ材料で形成されるリングシールが、
区画の間に捕捉される。区画は、調節可能な取付部材、例えば、端部を継合する締結具を
受容する、各区画の各端部に位置付けられる、突起を使用して、端間において取り付けら
れる。そのような結合具の実施例が、米国特許第７，７１２，７９６号に開示される。区
画は、パイプ要素の端部を囲繞および係合し、機械的継手を形成し、シールは、区画とパ
イプ要素との間で圧縮され、液密性を確実にする。
【０００４】
　区画が締結具によってまとめられている間、区画を、パイプ要素が区画によって画定さ
れる中心空間の中に挿入することを可能にするために十分な離間関係に支持することが、
有利である。結合具の本「事前に組み立てられた状態」は、パイプ要素を接続するとき、
結合具が分解および再組み立てされる必要がないため、継手の迅速な形成を助長する。従
来技術の結合具は、区画を、リングシールの外周上に事前に組み立てられた状態で支持す
る。しかしながら、区画が依然として、シールを、パイプ要素が中心空間の中に挿入され
ることを可能にするために十分な離間関係に支持する、より小型の結合具設計を達成する
機会がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第７，７１２，７９６号公報
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（要約）
　本発明の１つの側面は、パイプ要素を端間関係で継合するための結合具に関する。一例
示的実施形態では、結合具は、端間において相互に取り付けられ、中心空間を囲繞する、
第１および第２の区画を備える。区画のそれぞれは、中心空間の周囲に円周方向に延在し
、それに面する、チャネルを有する。チャネルのそれぞれは、区画の対向側上に位置する
第１および第２の肩部と、肩部の間に延在する背面とによって画定される。各肩部は、中
心空間に面する第１の表面と、第１の表面に対してある角度で配向された第２の表面とを
備える。第１の肩部の第１および第２の表面は、第１のカスプにおいて衝合し、第２の肩
部の第１および第２の表面は、第２のカスプにおいて衝合する。シールが、中心空間内に
位置付けられる。シールは、その対向側上に位置付けられた第１および第２のローブを有
するリングを備える。第１および第２の取付部材は、区画を相互に取り付ける、区画のそ
れぞれの対向端部に位置付けられる。取付部材は、区画を相互に向かって引き込むために
調節可能に緊締可能である。各区画上の第１および第２の取付部材の間における、第１の
カスプと第１のローブとの間、および第２のカスプと第２のローブとの間の接触は、第１
および第２の区画を、中心空間の中へのパイプ要素の挿入を可能にするために十分な離間
関係に維持する。
【０００７】
　具体的実施例では、第１および第２のローブは、第１および第２の区画が離間関係にあ
るとき、第１および第２の取付部材に隣接する、第１および第２の肩部の第２の表面に接
触する。
【０００８】
　一例として、シールはさらに、第１および第２のローブの間に位置付けられる、中心脚



(7) JP 2020-521925 A 2020.7.27

10

20

30

40

50

部を備える。中心脚部は、中心空間に向かって突出する。シールが、第１のローブの少な
くとも一部が第１の肩部の第２の表面に接触し、第２のローブの少なくとも一部が第２の
肩部の第２の表面に接触するように、チャネルの中に着座されると、シールは、中心脚部
が背面に向かって後退させられるように変形される。
【０００９】
　例示的実施形態はさらに、第１および第２の区画のそれぞれの対向側上に配列される、
第１および第２の弓形突出部を備えてもよい。本実施例では、第１の突出部は、第１およ
び第２の区画上の第１の肩部から延在し、第２の突出部は、第１および第２の区画の第２
の肩部から延在する。さらに一例として、第１の弓形突出部は、第２の弓形突出部より大
きい曲率半径を有してもよい。
【００１０】
　パイプ要素を端間関係で継合するための別の例示的結合具は、端間において相互に取り
付けられ、中心空間を囲繞する、第１および第２の区画を備える。区画のそれぞれは、中
心空間の周囲に円周方向に延在し、それに面する、チャネルを有する。チャネルのそれぞ
れは、区画の対向側上に位置する第１および第２の肩部と、肩部の間に延在する背面とに
よって画定される。各肩部は、中心空間に面する第１の表面と、第１の表面に対してある
角度で配向された第２の表面とを備える。第１の肩部の第１および第２の表面は、第１の
カスプにおいて衝合し、第２の肩部の第１および第２の表面は、第２のカスプにおいて衝
合する。シールが、中心空間内に位置付けられる。シールは、その対向側上に位置付けら
れた第１および第２のローブを有するリングと、第１および第２のローブの間の中心脚部
とを備える。中心脚部は、中心空間に向かって突出する。第１および第２の取付部材が、
区画を相互に取り付ける、区画のそれぞれの対向端部に位置付けられる。取付部材は、区
画を相互に向かって引き込み、シールをチャネル内に着座させ、それによって、シールを
変形させるために調節可能に緊締可能である。シールがチャネル内に着座されると、第１
および第２のローブの少なくとも一部は、シールを変形させるように、第１および第２の
肩部の第２の表面と接触する。中心脚部は、シールの変形に応じて背面に向かって後退さ
せられる。
【００１１】
　さらに一例として、各区画上の第１および第２の取付部材の間における、第１のカスプ
と第１のローブとの間、および第２のカスプと第２のローブとの間の接触は、第１および
第２の区画を、中心空間の中へのパイプ要素の挿入を可能にするために十分な離間関係に
維持する。事前に組み立てられた状態にある間、第１および第２のローブは、区画が離間
関係にあるとき、第１および第２の取付部材に隣接する、第１および第２の肩部の第２の
表面に接触してもよい。
【００１２】
　別の実施例では、第１および第２の弓形突出部が、第１および第２の区画のそれぞれの
対向側上に配列されてもよい。第１の突出部は、第１および第２の区画上の第１の肩部か
ら延在し、第２の突出部は、第１および第２の区画の第２の肩部から延在する。また一例
として、第１の弓形突出部は、第２の弓形突出部より大きい曲率半径を有してもよい。
【００１３】
　本発明はまた、パイプ要素の対と、パイプ要素を端間関係で継合するための結合具との
組み合わせを包含する。一例として、結合具は、端間において相互に取り付けられ、中心
空間を囲繞する、第１および第２の区画を備える。区画のそれぞれは、中心空間の周囲に
円周方向に延在し、それに面する、チャネルを有する。チャネルのそれぞれは、区画の対
向側上に位置する第１および第２の肩部と、肩部の間に延在する背面とによって画定され
る。各肩部は、中心空間に面する第１の表面と、第１の表面に対してある角度で配向され
た第２の表面とを備える。第１の肩部の第１および第２の表面は、第１のカスプにおいて
衝合し、第２の肩部の第１および第２の表面は、第２のカスプにおいて衝合する。シール
が、中心空間内に位置付けられる。シールは、その対向側上に位置付けられた第１および
第２のローブを有するリングを備える。第１および第２の取付部材が、区画を相互に取り
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付ける、区画のそれぞれの対向端部に位置付けられる。取付部材は、区画を相互に向かっ
て引き込むために調節可能に緊締可能である。各区画上の第１および第２の取付部材の間
における、第１のカスプと第１のローブとの間、および第２のカスプと第２のローブとの
間の接触は、第１および第２の区画を、中心空間の中へのパイプ要素の挿入を可能にする
ために十分な離間関係に維持する。
【００１４】
　例示的実施形態では、第１および第２のローブは、第１および第２の区画が離間関係に
あるとき、第１および第２の取付部材に隣接する、第１および第２の肩部の第２の表面に
接触する。
【００１５】
　本発明はまた、パイプ要素の対と、パイプ要素を端間関係で継合するための結合具との
組み合わせを含む。例示的実施形態では、結合具は、端間において相互に取り付けられ、
中心空間を囲繞する、第１および第２の区画を備える。区画のそれぞれは、中心空間の周
囲に円周方向に延在し、それに面する、チャネルを有する。チャネルのそれぞれは、区画
の対向側上に位置する第１および第２の肩部と、肩部の間に延在する背面とによって画定
される。各肩部は、中心空間に面する第１の表面と、第１の表面に対してある角度で配向
された第２の表面とを備える。第１の肩部の第１および第２の表面は、第１のカスプにお
いて衝合し、第２の肩部の第１および第２の表面は、第２のカスプにおいて衝合する。シ
ールが、中心空間内に位置付けられる。シールは、その対向側上に位置付けられた第１お
よび第２のローブを有するリングと、第１および第２のローブの間の中心脚部とを備える
。中心脚部は、中心空間に向かって突出する。第１および第２の取付部材が、区画を相互
に取り付ける、区画のそれぞれの対向端部に位置付けられる。取付部材は、区画を相互に
向かって引き込み、シールをチャネル内に着座させ、それによって、シールを変形させる
ために調節可能に緊締可能である。シールがチャネル内に着座されると、第１および第２
のローブの少なくとも一部は、シールを変形させるように、第１および第２の肩部の第２
の表面と接触し、中心脚部は、シールの変形に応じて背面に向かって後退させられる。一
例として、各区画上の第１および第２の取付部材との間における、第１のカスプと第１の
ローブとの間、および第２のカスプと第２のローブとの間の接触は、第１および第２の区
画を、中心空間の中へのパイプ要素の挿入を可能にするために十分な離間関係に維持する
。
【００１６】
　本発明はまた、端間において相互に取り付けられ、中心空間を囲繞する、第１および第
２の区画を備える、結合具を使用して、第１および第２のパイプ要素を相互に接続する方
法を包含する。シールは、区画の間に位置付けられ、シールは、その対向側面上の第１お
よび第２のローブと、ローブの間に位置付けられる、中心脚部とを備え、中心脚部は、中
心空間に向かって突出する。例示的実施形態では、本方法は、
　第１のローブ上の第１および第２の点を、第１および第２の区画の第１の肩部の第１の
カスプと接触させることであって、第１のローブ上の第１および第２の点は、第１および
第２の区画の端部の間にある、ことと、第２のローブ上の第１および第２の点を、第１お
よび第２の区画の第２の肩部の第２のカスプと接触させることであって、第２のローブ上
の第１および第２の点は、第１および第２の区画の端部の間にある、こととによって、区
画をシール上に離間関係に支持することと、
　パイプ要素を中心空間の中に挿入することであって、中心脚部は、パイプ要素の間にあ
る、ことと、
　第１および第２の区画を、相互に向かって引き込み、それによって、中心脚部が中心空
間から離れる方向に後退させられるように、シールを変形させることと
　を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、事前に組み立てられた状態に示される、本発明による、例示的結合具の
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等角図である。
【図２】図２は、図１の線２－２において得られる断面図である。
【図３】図３は、図１の線３－３において得られる断面図である。
【図４】図４は、その事前に組み立てられた状態にあるとき、パイプ要素を受容する、図
１に示される結合具の等角図である。
【図５】図５は、図４の線５－５において得られる断面図である。
【図６】図６は、パイプ要素を継合する、図１に示される結合具の等角図である。
【図７】図７は、図６の線７－７において得られる断面図である。
【図８】図８は、本発明による、結合具の別の実施形態の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　（詳細な説明）
　図１は、本発明による、結合具１０の例示的実施形態を示す。例示的結合具１０は、端
間において相互に取り付けられ、中心空間１６を囲繞する、第１および第２の区画１２お
よび１４を備える。本実施例では、区画１２および１４の相互への取付は、各区画１２、
１４の対向端部に位置付けられる突起２０、２２を備える、第１および第２の調節可能に
緊締可能な取付部材１８によってもたらされる。突起２０、２２は、緊締されると、区画
１２および１４を相互に向かって引き込むボルト２４およびナット２６等の締結具を受容
する。シール２８が、区画１２および１４の間に位置付けられる。図２に示されるように
、シール２８は、リングの対向側上に位置付けられる、第１および第２のローブ３２およ
び３４を有する、リング３０を備える。ローブ３２および３４は、リング３０の周囲に円
周方向に延在する。円周方向に延在するシール表面３６が、各ローブ３２、３４の端部に
位置付けられる。シール表面３６は、中心空間１６に面し、パイプ要素に係合し、下記に
説明されるような液密継手をもたらす。中心脚部３８が、リング３０から中心空間１６に
向かって延在する。中心脚部３８は、リング３０の周囲に円周方向に延在し、パイプ停止
部として作用し、パイプ要素が下記に説明されるような結合具の中に適切に着座されるこ
とを確実にする。
【００１９】
　図２に示されるように、各区画１２および１４（１４が示される）は、各区画の周囲に
円周方向に延在するチャネル４０を備え、チャネル４０は、中心空間１６に面する。各チ
ャネル４０は、第１および第２の肩部４２および４４と、背面４６とによって画定される
。肩部４２および４４は、区画１２および１４の対向側上に位置し、背面４６は、肩部の
間に延在する。第１の肩部４２は、中心空間１６に面する第１の表面４８と、第１の表面
４８に対してある角度で配向される第２の表面５０とを備える。第１および第２の表面４
８、５０は、第１のカスプ５２において衝合する。第２の肩部４４は、中心空間１６に面
する第１の表面５４と、第１の表面５４に対してある角度で配向される第２の表面５６と
を備える。第１および第２の表面５４、５６は、第２のカスプ５８において衝合する。本
例示的実施形態では、第１および第２のカスプ５２、５８は、丸みを帯びているが、他の
形状もまた、実現可能である。本例示的結合具では、区画１２および１４はまた、各区画
１２および１４の対向側上に配列される、弓形突出部６０および６２を備える。「キー」
とも呼ばれる弓形突出部は、パイプ要素内の円周方向溝に係合し、下記に説明されるよう
な機械的係合を提供する。
【００２０】
　図１は、「事前に組み立てられた状態」の結合具１０を示し、区画１２および１４は、
シール２８上に、下記に説明されるような、パイプ要素が中心空間１６の中に挿入される
ことを可能にするために十分な離間関係に支持される。締結具（ボルト２４、ナット２６
）は、事前に組み立てられた状態で、区画１２および１４をシール２８に対して保持する
。図２に示されるように、第１および第２のカスプ５２および５８が、それぞれ、シール
２８の第１および第２のローブ３２および３４に接触するため、事前に組み立てられた状
態での区画１２および１４の分離が、維持される。カスプ５２、５８とローブ３２、３４
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３に示されるように、結合具１０が事前に組み立てられた状態にあるとき、第１のローブ
３２が第１の肩部４２の第１の表面５０に接触し、第２のローブ３４が第２の肩部４４の
第２の表面５６に接触するにつれた相互に向かったローブ３２および３４の変形によって
明示されるように、取付部材１８に隣接するシール２８の一部が、チャネル４０内に着座
する。
【００２１】
　図４－７は、例示的結合具１０の使用を図示する。図４に示されるように、結合具１０
が事前に組み立てられた状態では、パイプ要素６４および６６が、区画１２および１４に
よって画定される、中心空間１６の中に挿入される。挿入は、区画１２および１４が、図
５に示されるようなカスプ５２および５８とローブ３２および３４との間の接触による離
間関係に支持されるため、可能性として考えられる。パイプ要素は、それらが、パイプ停
止部として作用する、シール２８の中心脚部３８に接触している限り、中心空間１６の中
に挿入される。パイプ要素６４および６６の端部が中心脚部３８に接触すると、各弓形突
出部６０、６２は、各パイプ要素内の個別の円周方向溝６８、７０と整合する。
【００２２】
　次いで、図６に示されるように、締結具（ボルト２４、ナット２６）は、緊締され、区
画１２および１４は、相互に向かって引き込まれる。図７に示されるように、シール２８
は、したがって、区画１２および１４とパイプ要素６４、６６との間で圧縮され、それが
取付部材１８（図６も参照）の間の領域にわたってチャネル４０内に着座するにつれて変
形する。シール２８が変形するにつれて、シール表面３６は、パイプ要素６４および６６
に密閉状態で係合し、ローブ３２および３４は、第１および第２の肩部４２および４４の
第２の表面５０および５６に接触するにつれて、相互に向かって移動する。シール２８が
着座するにつれた相互に向かったローブ３２および３４の運動は、中心脚部３８を区画１
２および１４（１４が図示される）の背面４６に向かって後退させる。中心脚部３８の後
退は、パイプ要素６４および６６を通した流路からそれを除去し、それによって、乱流お
よび結果として生じる損失水頭を低減させる。区画１２および１４がさらに相互に向かっ
て引き込まれるにつれて、弓形突出部６０および６２は、それらの個別の円周方向溝６８
および７０に係合し、結合具１０とパイプ要素６４および６６との間の機械的接続をもた
らす。
【００２３】
　図８は、本発明による、パイプ結合具８０の別の実施形態を示す。結合具８０は、区画
８６および８８の片側上の第１の弓形突出部が、区画８６および８８の反対側上の第２の
弓形突出部９４および９６の曲率半径９２より大きい曲率半径９０を有する点で、上記に
説明される例示的実施形態と異なる。結合具８０は、より大きい直径のパイプ要素９８が
より小さい直径のパイプ要素１００に接続されることを可能にする、「遷移」結合具であ
る。図８は、変形し、パイプ要素９８および１００と結合具８０との間の液密シールを形
成する、シール１０２のローブ１０２を示す。中心脚部は、それが乱流および損失水頭を
もたらさないように、流体流経路から後退させられた状態で示される。
【００２４】
　シールの外周と対照的に、区画が、シールのローブ上に、事前に組み立てられた状態で
離間関係に支持される場合、本発明によるパイプ結合具を使用することは、事前に組み立
てられた結合具が最小限の楕円率のリングシールとともに形成されることを可能にし、所
与のリングシール直径に関して区画のより多くの分離を可能にし、中心脚部を流体流経路
から外に後退させ、乱流に起因する損失水頭を低減させる。



(11) JP 2020-521925 A 2020.7.27

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(12) JP 2020-521925 A 2020.7.27

【図６】 【図７】

【図８】



(13) JP 2020-521925 A 2020.7.27

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月29日(2019.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１】 【図２】

【図３】



(14) JP 2020-521925 A 2020.7.27

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】



(15) JP 2020-521925 A 2020.7.27

【図８】



(16) JP 2020-521925 A 2020.7.27

10

20

30

40

【国際調査報告】



(17) JP 2020-521925 A 2020.7.27

10

フロントページの続き

(81)指定国・地域　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,G
T,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JO,JP,KE,KG,KH,KN,KP,KR,KW,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX
,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,
TN,TR,TT

Ｆターム(参考) 3H016 DA03 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

